
地域と連携した探究活動によってグローバル人材・
グローカル人材を育成するカリキュラムの構築

令和４年２月３日（木）

令和３年度教育課程研究指定校事業研究協議会
高等学校 総合的な探究の時間

熊本県立八代高等学校

遠山 規子

～SDGsの達成を目指した地域活動と課題研究を実現させる

指導と評価のあり方について～



• 所在地 熊本県八代市
• 全日制普通科高校
• 創立１２６年目
• （H21～）併設型中高一貫校
• 高校１８学級 中学校６学級
• 県南地域最大規模の拠点校
• 主に八代、芦北、水俣から生徒が集まる

2

熊本県立八代高等学校について



発表内容

１ 本校の抱えていた「総合的な探究の

時間」 の課題

２ 目標設定

３ 本校の実践

４ 成果と課題
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１１ 本校の抱えていた
「総合的な探究の時間」
の課題



これまでの「探究」（以前の総合的な学習の時間）

5

高校１年次

オリエンテーション

学問研究

フィールドワーク

課題研究（グループ）

振り返り

高校２年次

オリエンテーション

課題発見

課題設定

課題研究（個人）

振り返り

高校３年次

進路の明確化

課題研究成果発表会

探究講座（小論文）

探究講座（学問）

課題研究（グループ） 課題研究（個人） 進路学習

夏休み



これまでの「探究」（以前の総合的な学習の時間）

6

教師の課題
「教員側の知識不足」 「担当がぶっつけ本番で探究の授業に臨んでいる」
「課題発見（テーマ設定）に対する時間や指導が不足している」
「生徒が想定通りに研究や発表をしていくよう指導することが困難」
「どのような生徒を育成したいのかコンセンサスが取れていない」
「探究と他教科との繋がり、教育課程における探究の大切さについて、共通理解が
図れていない」
「職員間に温度差がある」
「担当の教員だけに負担が集中している」
生徒の課題
「生徒がネット頼みの調べ学習になってしまっている」
「生徒の社会的課題に対する興味関心が薄い」
両方の課題
「職員・生徒ともに、探究に時間を割くだけの余裕がない」
環境
「ICT環境が未整備」「授業が飛び飛びで系統的な指導ができない」

職員アンケートより



① 課題意識の触発・課題設定への支援

② 課題意識や調べ学習を「行動」につなぐ工夫

③ 当事者意識の喚起

④ 進路・ＬＨＲ・教科等との関連

⑤ 主体性の育成

7

課題（＝本校の探究で実践すべきこと）
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１２ 目標設定



八代高校における教育目標
（＝八高のめざす生徒像）

生徒一人一人が自己有用感を高め、国
際社会の多様性を理解する人権感覚を
身につけ、他者とのコミュニケーションを
円滑に維持しながら、協働的、発展的に
物事を遂行する高い理想をもった自立し
たグローバル人材を育成する。

9

探究する力

表現する力
(1)要約・構成・工夫・論理性

(2)コミュニケーション・プレゼンテーション

協働する力

学びに向かう力
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知識
技能

・物事を多角的に見る力 ・情報を収集し整理する力 ・要約する力
・構成する力 ・コミュニケーション力，プレゼンテーション力
・協力する力 ・責任感

思考力
判断力
表現力

・物事の連関を捉える力 ・課題を解決する力
・情報を整理分析する力 ・論理的に考察する力・効果的に伝える力
・論理的に伝える力 ・コミュニケーション力，プレゼンテーション力

学びに
向かう力

人間性

・地域と関わる力 ・多様な他者と協働する力
・協働して社会に貢献する力 ・主体性 ・当事者意識 ・創造性
・使命感

探究する力

表現する力
(1)要約・構成・工夫・論理性

(2)コミュニケーション・プレゼンテーション

協働する力

学びに向かう力 探究として細分化
３観点ごとに分類
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■八代高校の「総合的な探究の時間」の目標（第２の目標）

① 地域や社会の物事に関わる探究の過程において，課題の解決に必要な知識及び

技能を身に付け，社会に対する概念を多角的に形成し，課題を解決することが

地域や社会の発展に資することに気付くようにする。（知識及び技能）

② 地域や社会と自分自身との関わりの中で探究課題を見いだし，課題解決のための

情報を収集し，物事の連関を捉えながらそれらを論理的に整理・分析し，まとめた

内容を効果的に発信することができるようにする。（思考力，判断力，表現力等）

③ 地域や社会と繋がり，多様な意見を取り入れながら，主体的・協働的に課題を

解決するとともに，創造性と使命感を持って，よりよい地域や社会の実現に貢献

する態度を養う。（学びに向かう力，人間性等）

■学習指導要領 第1の目標

探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合
的な学習を行うことを通して，自己の在り方生
き方を考えながら，よりよく課題を発見し解決し
ていくための資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。（以下略）

■八代高校における教育目標（＝めざす生徒像）

生徒一人一人が自己有用感を高め、国際社会の多

様性を理解する人権感覚を身につけ、他者とのコミュニ

ケーションを円滑に維持しながら、協働的、発展的に物事

を遂行する高い理想をもった自立したグローバル人材を育

成する。

踏まえて 踏まえて
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３ 本校の実践



八代高校の探究のキーワード

Ⅰ地域資源の活用
→ 課題意識、当事者意識、主体性、協働性 が生まれる

Ⅱ ＳＤＧｓの視点
→ 地域、世界、生き方、探究、教科 がつながる

Ⅲ 「考えるための技法」の活用
→ 整理・分析に役立つ、協働性が生まれる

各教科の見方・考え方を通して、探究と教科 がつながる

14

○順序付ける ○比較する ○分類する
○関連付ける ○多面的に見る・多角的に見る
○理由付ける ○見通す ○具体化する
○抽象化する ○構造化する
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内容のまとまり 内容のまとまりごとの評価規準
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単元内容 単元の評価規準
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指導と評価の年間計画



18

ワークシート

主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

知識・技能



ＳＤＧｓを学ぶ

新しいものの見方を知る

ＳＤＧｓで課題発見

新しいものの見方を活用する

課題研究 コース別プロジェクト

高校１年次

新聞でＳＤＧｓ

ＳＤＧｓで学問研究

データでＳＤＧｓ

課題発見ライブラリー（選択講座）

新書を読んでレポート作成

ＲＥＳＡＳで地域の課題発見

コース別プロジェクト

地域の方々との意見交流会

ポスターセッション

オリエンテーション

振り返り・次年度に向けて
19

知の触発プログラム

１
学
期

２
，
３
学
期



１年生 ６月 課題発見ライブラリー（選択講座）
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ねらい・学習活動

探究活動に取り組むに
あたり，地域で活躍され
ている方々の話を聞い
たり現代社会の課題に
関わる書籍を読んだりす
ることを通して，社会へ
の関心や課題意識，知
的好奇心を喚起する。

評価する資質・能力

知識・技能

評価の方法

成果物

私は高校を卒業したら九州を出ようと
思っていたけれど、八代でこういう取り
組みがあっていることを知り、これから
変わっていく八代を見たいと思いました。
熊本や八代の人口は、どうにかすれば
改善できるんだと思いました。

出会い
（触発）

課題意識
意欲

関連付ける
多面的・多角的に見る
理由付ける
※見通す（生徒実行委員）

考えるための技法



課題研究 コース別プロジェクト
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•コースの設定

•班の編成

教師提示

•研究テーマの設定

•研究方法

生徒主体

•研究内容

•研究計画

•研究に関わる企画等

生徒主体

生徒選択

教師助言

教師助言

•コース別プロジェクトの設定
教師提示

•研究テーマの設定

•研究方法

生徒・教師協働

※地域の協力

•研究内容

•研究計画

•研究に関わる企画等

生徒・教師協働

※地域の協力

生徒選択

これまでの課題研究 課題研究 コース別プロジェクト

生徒主体ではあったが、助言が不十分
で、調べ学習に終わってしまう。

１年次は、教師がしっかりと関与して生徒とともに研
究に取り組むことにより、生徒たちに課題発見・地域
との協働を経験させ、２年次の課題研究につなげる。



①ジビエ開発プロジェクト

②環境探究プロジェクト 球磨川の環境保全活動
～干潟の生き物、不法投棄、水防災～

③世界とつくる未来探究プロジェクト
～ “届けよう、服のチカラ”、国際協働学習アートマイル～

④共に生きる未来探究プロジェクト
～外国にルーツを持つ子どもたちとの関わり～

⑤地域創生プロジェクト ～地域資源の価値と可能性～

⑥食育・健康増進プロジェクト

関連付ける
多面的・多角的に見る
見通す
構造化する

考えるための技法

ねらい・学習活動

ＳＤＧｓの達成を意識し，地域資源を
活用しながら，これまでに培った力を
総動員して，チームで探究活動に取
り組む。（全２０回）

評価する資質・能力
知識・技能
思考力・判断力・表現力

主体的に学習に取り組む態
度

評価の方法
成果物
教師による観察

22

課題研究 コース別プロジェクト



23

課題研究 コース別プロジェクト

校外活動に出かける様子 ジビエ肉でクラフト作品作り

子ども服の回収活動。
１週間で３８０枚集まった。

町の商店街の現状と課題を探る

球磨川の野鳥や干潟の生き物観察
防災について考える



地域の方々との意見交流会

24

ねらい・学習活動

コース別プロジェクトの取り組み経過を生徒同
士で共有したり，地域の方々と意見交流をし
たりすることによって，これまでの探究活動を
振り返り，今後の活動をブラッシュアップする。

評価する資質・能力
主体的に学習に取り組
む態度

評価の方法
教師による観
察



ポスターセッション
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ねらい・学習活動

コース別プロジェクトで取り組んだ内容や考
察したことを発表資料としてまとめ，発表す
る。発表会では生徒同士で意見交換をした
り専門家からのアドバイスをもらったりするこ
とによって，考察を深めたり，評価・改善した
りする。

評価する資質・能力
知識・技能

思考力・判断力・表現
力

評価の方法
観察
成果物
相互評価

ポスターセッションの様子 大学の先生からの講評
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学んだこと 多種多様な鳥や魚につい

て知るうちに、もっと海について知りた

いと思うようになった。八代海には豊か

な生物たちが棲んでいるので、その生

物たちを守っていって、豊かさを守るこ

とが大切だと感じた。

後輩へのアドバイス・メッセージ

探究の活動を行っていく中で、疑問に

思ったことやもっと知りたいと思ったこ

とを書き残して、それについて積極的

に研究していく姿勢が大切です。そうし

て、意見や考えを深めて交流していっ

てください。

ポスターセッション

もっと知りたくなったこと、または次に

取り組みたいこと

大雨や災害によって受ける川の影響。

絶滅危機にある生物について。
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ルーブリック評価表 自己評価表。年度初めと終わりに実施し、自身の成長を確認する。

指導要録（記述による評価）に生かす



ＳＤＧｓで課題発見Ⅱ

新しいものの見方を活用する

課題研究プロジェクト

八代（県南）地域

まちづくりプロジェクト

高校２年次

新聞で課題発見（春休み課題）

新書を読んで課題発見

「問い」の立て方学習

課題研究プロジェクト

中間報告会

課題研究発表会

オリエンテーション

振り返り
28

１
学
期

２
，
３
学
期

先生たちとの相談会/夏のリサーチ活動計画



２年生 ６～７月
先生たちとの相談会/夏のリサーチ活動計画
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ねらい・学習活動

立案した探究テーマにつ
いて教員と話し合うこと
で，テーマを探究活動に
堪えうるテーマへとアッ
プデートさせる。また夏
のリサーチ活動計画を
立案することで，計画性
や実行力を養う。

評価する資質・能力
思考力・判断力・表現力

評価の方法
教師による観察
成果物

比較する
見通す
具体化する
多面的・多角的に見る

考えるための技法

相談
テーマの
深まり



関連付ける
多面的・多角的に見る
見通す
構造化する

考えるための技法

課題研究プロジェクト
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ねらい・学習活動

ＳＤＧｓの達成を意識し，地域資源を活
用しながら，これまでに培った力を総動
員して，チームで探究活動に取り組む。
（全２５回）

評価する資質・能力
知識・技能
思考力・判断力・表現力
主体的に学びに取り組む態度

評価の方法
観察
成果物



課題研究プロジェクト

31

生徒がGoogleスライドを利用して
作成した資料
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探究活動サイクル

１課題を知る

２解決策を考える

３検証活動

４振り返る／新た
な課題の発見

５検証活動

６まとめる Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ



年間の評価（評価の総括）

33成果物

教師の観察・記録

ワークブックやワークシート
をもとにした振り返り

最終面談

指導要録の作成

教
師
の
評
価

ルーブリックをもとにした
自己評価

生
徒
の
評
価

指導と評価の年間計画
をもとにした評価
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１４ 成果と課題



① 課題意識の触発・課題設定への支援

② 課題意識や調べ学習を「行動」につなぐ工夫

③ 当事者意識の喚起

④ 進路・ＬＨＲ・教科等との関連を持たせる

⑤ 主体性の育成

35

本校の探究で実践したこと



生徒の
状況や
変化

36

職員へのアンケート結果

地域社会に対する関心
が高くなった。

何かしないといけない、何
かしたいという意識を持つ
生徒が多数派になっている。外に出て実際のものを見たり、

話を聞いたりすることが当たり
前のような雰囲気がある。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新たな学びに向かう力

効果的・論理的に伝える力

情報を整理・分析する力

情報を収集する力

物事を多角的に見る力

生徒が以下の力をどのくらい身につけていると感じるか?

できる ややできる あまりできない ほとんどできない
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探究活動に取り組む中で、楽しい
と感じることを教えてください。

友達同士で様々な意
見を出し合い意見交
換をすること。

新しいことを発
見できたとき。

自分の思っていたことが、
他の人の意見と違って
いたりするとき。

日本や世界でどのよう
なことが行われている
のかを、自分の興味が
ある分野で深く調べら
れたり、地域との繋がり
を感じられる点。将来の進路決定に

役立っていると思
うので、新しいこと
を知るのが楽しい。

生徒へのアンケート

① 課題意識の触発
② 課題意識や調べ学習を「行動」につなぐ工夫
③ 当事者意識の喚起
⑤ 主体性の育成
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職員の感じて
いる課題

調べ学習で終わってし
まいそうな生徒がいて
も、当該生徒に対して
どのようなアドバイス
をすればよいか分から
ないことがある。

課題１

課題設定への支援
が難しい

教師自身が生徒の
最終的なゴールを
イメージできない。

なかなか最初の
「課題設定」から抜
け出せない生徒も
多いのが実情です。

生徒が課題を探究
するためには知識
が必要なので、調べ
学習が長くなってし
まうのは当然かなと
思います。現状の週
１コマでは難しいの
ではないでしょうか。

私自身の知識も
不足していて、
指導に自信が持
てない。

課題２ 知識不足

課題３ 時間が足りない
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生徒の感じている課題

調べ学習に終わらな
いテーマを見つけるの
が難しくて、テーマを何
回も変更したら、時間
が足りなくなった。

学校で習ったことが探
究に生きていることは
実感できているけれど、
世の中のことを知らな
すぎて調べ学習をす
るので精一杯。

探究を頑張りたいと
いう思いもあるし大
事なのはわかって
いるけれど、計画的
にやろうとしても宿
題や部活が忙しくて
手が回らない。

課題１

課題設定が難しい

課題２ 知識不足

課題３ 時間が足りない

情報は結構集まってい
るけど、次に何をしたら
いいのかわからない。
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生徒の立てた「問い」（課題）の例

深まりにくい浅い「問い」 探究に堪えうる深い「問い」

球磨川水系の水質について
若者が活躍できる街づくりを条例か
ら考える

LGBTQについて
アーケードはなぜ過疎化するの
か？ 過疎化しないためには

みんなが暮らしやすい八代を創る
ために ジビエの骨で肥料をつくってみよう

世界の医療について
ＡＤＨＤが社会で広く認識されるた
め、ＡＤＨＤの誤解が無くなるために
は何ができるか



① 課題設定への支援の充実

② 地域とのつながりをより強固に
（win-winな関係の構築）

③ １，２年次の探究カリキュラムの見直し

④ 教科等横断的な学習の推進
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次年度以降の改善点
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ありがとうございました。


